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６月22日、20年以上にわたって友情を育んできた、
韓国瑞山市（ソサン市）と姉妹都市提携を結びました。 た

っ
こ
王
子

たっこにんにく
イメージキャラクター

韓国瑞山市と姉妹都市に
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★
一
般
質
問

◎
創
遊
村
の
今
後
は
い
か
に

▼
沢
口
議
員　

　

創
遊
村
に
対
す
る
町
の
支
援

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
今

年
度
の
活
動
予
定
と
町
と
し
て

今
後
の
支
援
を
ど
う
す
る
の
か
。

▼
山
本
町
長

　

創
遊
村
へ
の
現
在
の
支
援

は
、
指
定
管
理
者
制
度
に
基
づ

き
大
黒
森
タ
プ
コ
プ
が
っ
こ
う

に
管
理
を
お
願
い
し
て
い
る
。

年
間
４
２
１
万
円
の
委
託
料
で
、

25
年
度
ま
で
協
定
を
締
結
し
て

い
る
。
本
年
は
、
４
月
28
日
に

開
園
し
５
月
末
現
在
で
約
２
５

０
名
の
来
場
者
が
あ
っ
た
。
桜

祭
り
や
つ
つ
じ
祭
り
、
ま
た
、

に
ん
に
く
と
べ
ご
ま
つ
り
等
、

四
季
に
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

町
と
し
て
は
、
タ
プ
コ
プ
が

っ
こ
う
と
連
携
を
密
に
し
、
大

黒
森
観
光
の
拠
点
施
設
と
し
て

有
効
に
活
用
す
べ
く
検
討
を
進

め
て
い
る
。

◎
国
際
交
流
協
会
の
行
方
は

▼
沢
口
議
員

　

現
在
の
経
営
状
況
、
計
画
や

目
標
、今
後
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

▼
山
本
町
長

　

に
ん
に
く
国
際
交
流
協
会
の

事
業
は
大
別
し
て
公
益
事
業
と

収
益
事
業
に
分
か
れ
る
。
収
益

事
業
の
収
支
状
況
は
経
常
損
失

を
計
上
し
て
い
る
が
、
22
年
度

に
比
べ
て
改
善
さ
れ
て
お
り
、

経
営
努
力
が
認
め
ら
れ
る
。

　

ガ
ー
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
の
管

理
運
営
は
、
町
か
ら
指
定
管
理

者
と
し
て
委
託
を
受
け
行
う
も

の
。
国
際
交
流
事
業
に
お
い
て

は
、こ
れ
ま
で
の
実
績
を
踏
ま
え
、

事
業
運
営
や
経
費
に
つ
い
て
今

後
も
継
続
し
て
ま
い
り
た
い
。

◎
理
想
と
す
る
職
員
像
、
育

成
に
つ
い
て

▼
沢
口
議
員　

　

こ
う
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

職
員
の
理
想
像
、
そ
の
具
体
的

な
育
成
策
が
あ
れ
ば
お
聞
か
せ

願
い
た
い
。

▼
山
本
町
長

　

常
々
、
町
民
に
親
し
ま
れ
る

職
員
、
親
し
ま
れ
る
役
場
で
あ

っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
職
員
に
は
、
日
頃

か
ら
町
を
思
い
、
町
の
今
そ
し

て
将
来
を
考
え
行
動
で
き
る
職

員
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
期
待
し

て
い
る
。

　

育
成
策
と
し
て
、
各
種
研
修

へ
の
参
加
や
職
員
自
ら
が
テ
ー

マ
を
決
め
て
実
施
す
る
自
主
研

修
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
見

聞
、
見
識
の
育
成
に
努
め
て
い

き
た
い
。

◎
国
保
・
水
道
料
金
の
値
上

げ
に
つ
い
て

▼
沢
口
議
員　

　

町
国
保
税
や
水
道
料
金
の
値

上
げ
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
根
拠
、
必
要
性
、
今
後
の

動
向
に
つ
い
て

▼
山
本
町
長

　

国
保
税
の
場
合
、
平
成
23
年

分
所
得
等
確
定
に
よ
り
、
現
行

税
率
に
よ
り
賦
課
総
額
を
試
算

し
た
と
こ
ろ
、
大
幅
な
収
支
不

足
が
見
込
ま
れ
、
税
率
引
き
上

げ
に
よ
り
対
応
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
経
済
不
況
等
に
よ
る
所

得
の
落
ち
込
み
、
被
保
険
者
数

の
減
ま
た
医
療
費
の
増
大
等
が

要
因
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
の
傾
向
は
予
測
困
難
で

あ
る
が
、
今
後
の
国
保
税
率
の

見
直
し
に
つ
い
て
は
、
国
保
運

営
協
議
会
に
お
い
て
１
年
ご
と

に
税
収
試
算
結
果
に
よ
り
検
討

し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

ご
理
解
を
賜
り
た
い
。

　

水
道
料
金
に
つ
い
て
は
、
平

成
12
年
度
に
料
金
値
上
げ
を
行

 
平
成
24
年
６
月
定
例
会

　

定
例
会
は
６
月
11
日
か
ら
13
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
、
専

決
処
分
、
条
例
制
定
・
改
正
案
や
平
成
24
年
度
補
正
予
算
案
等

全
22
件
を
審
議
し
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

※
掲
載
は
全
文
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●山本晴美町長 ●沢口博二議員

議会だより　

創遊村でのクラシックカー展示会

国際交流推進員歓送迎会

水道施設見学会の様子
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っ
て
以
来
12
年
間
据
え
置
い
て

き
た
が
、
給
水
人
口
の
減
少
や

平
成
22
年
度
か
ら
は
八
戸
圏
域

水
道
企
業
団
へ
の
分
水
量
が
約

３
分
の
１
と
な
っ
た
こ
と
に
よ

り
収
入
が
４
千
万
円
程
減
少
し

た
。

　

ま
た
、
安
全
な
水
を
供
給
す

る
た
め
の
維
持
管
理
等
の
費
用

も
増
大
し
て
お
り
、
値
上
げ
せ

ざ
る
を
得
な
い
。
今
後
一
層
の

経
費
節
減
に
取
り
組
み
な
が
ら
、

将
来
に
わ
た
り
、
安
全
で
安
心

な
水
道
の
構
築
と
安
定
供
給
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
。

◎
県
道
南
部
田
子
線
、
下
田
子

地
区
の
歩
道
整
備
に
つ
い
て

▼
沢
口
議
員　

　

県
道
南
部
田
子
線
の
道
路
整

備
の
今
後
の
成
り
行
き
に
つ
い

て
、
ま
た
下
田
子
地
区
の
歩
道

整
備
の
範
囲
と
完
了
時
期
を
お

聞
き
し
た
い
。

▼
山
本
町
長

　

土
橋
道
ノ
上
の
起
点
部
か
ら

下
鳴
滝
ま
で
の
区
間
を
バ
イ
パ

ス
と
し
て
改
良
し
、
平
成
22
年

か
ら
供
用
し
て
い
る
。
未
改
良

区
間
の
長
坂
地
区
の
狭
小
部
に

つ
い
て
は
、
拡
幅
及
び
急
カ
ー

ブ
の
是
正
に
つ
い
て
お
願
い
し

て
い
る
が
、
未
だ
未
着
工
で
あ

る
。
引
き
続
き
県
に
強
く
要
望

し
て
い
き
た
い
。

　

下
田
子
地
区
の
国
道
交
通
安

収
穫
の
喜
び
と
旬
の
味
を

満
喫
～
に
ん
に
く
収
穫
祭

～
　

６
月
下
旬
か
ら
７
月
上
旬
に

か
け
、た
っ
こ
に
ん
に
く
収
穫
祭

が
行
わ
れ
、
町
内
各
地
で
旬
の

に
ん
に
く
に
関
連
し
た
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
23
日
と
24
日
に
は
、
上

野
ノ
下
タ
地
区
の
畑
で
一
坪
オ

ー
ナ
ー
収
穫
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
に
ん
に
く
消
費
拡

全
施
設
整
備
工
事
に
つ
い
て

は
、
24
年
度
ま
で
に
ほ
ぼ
用
地

交
渉
を
終
え
、
今
年
度
一
部
施

工
予
定
。
未
整
備
区
間
約
９
０

０
メ
ー
ト
ル
に
つ
い
て
は
、
平

成
26
年
頃
の
完
成
見
込
み
で
あ

る
と
県
か
ら
伺
っ
て
い
る
。

◎
防
災
に
つ
い
て

▼
宇
藤
議
員

　

未
曾
有
の
東
日
本
大
震
災
か

大
委
員
会
（
熊
谷
和
広
会
長
）

の
主
催
に
よ
る
も
の
で
、
根
強

い
フ
ァ
ン
が
多
く
、
み
ず
み
ず

し
い
生
に
ん
に
く
を
求
め
て
、

今
年
も
県
内
外
か
ら
多
く
の

方
々
が
収
穫
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

６
月
30
日
に
は
、
サ
ン
モ
ー

ル
た
っ
こ
「
で
愛
の
広
場
」
で

掘
り
た
て
に
ん
に
く
市
が
行
わ

れ
、
田
子
中
学
校
男
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
と
、
田
子
高
校
Ｔ
Ｓ

Ｃ
Ｃ
の
生
徒
が
に
ん
に
く
販
売

を
体
験
し
ま
し
た
。
こ
の
に
ん

ら
１
年
が
経
過
し
た
今
日
、
今

後
も
町
民
の
皆
様
が
安
全
・
安

心
に
暮
ら
し
、
健
康
で
文
化
的

な
生
活
を
営
め
る
よ
う
、
町
と

し
て
推
進
し
て
い
く
べ
き
こ
と
、

今
後
の
課
題
等
を
お
示
し
願
い

た
い
。

に
く
は
、
中
学
生
が
前
日
の
農

業
体
験
で
井
畑
博
明
さ
ん
の
畑

か
ら
収
穫
し
た
も
の
で
、
生
徒

ら
は
元
気
よ
く
接
客
し
、
約
16

万
円
分
の
に
ん
に
く
を
販
売
し

ま
し
た
。

　

こ
の
他
に
、
買
い
物
し
た
際

の
ガ
ー
リ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
が
２

倍
に
な
る
収
穫
感
謝
セ
ー
ル

や
、
店
舗
ご
と
に
様
々
な
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
産
直
合
同

フ
ェ
ア
が
行
わ
れ
、
町
内
は
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

▼
山
本
町
長

　

現
在
、
平
成
17
年
に
作
成
し

た
町
地
域
防
災
計
画
を
、
近
年

の
災
害
に
対
応
で
き
る
よ
う
内

容
を
見
直
し
、
改
定
す
る
こ
と

に
し
て
い
る
。

　

７
月
に
は
全
自
治
会
参
加
に

よ
る
防
災
訓
練
を
予
定
し
て
お

り
、
最
終
的
に
は
自
治
会
ご
と

に
自
主
防
災
組
織
が
結
成
で
き

る
よ
う
に
進
め
て
い
き
た
い
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
、
避
難

所
の
整
備
が
あ
り
、
高
齢
化
の

進
む
中
多
く
の
課
題
が
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
向
け
確

実
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

●宇藤大介議員

　議会だより

総合防災訓練の様子

　トピックス

たっこにんにくの大ファンなんです♪

中高生がにんにく販売を体験
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トピックス　

秋
元
正
孝
さ
ん
が
学
校
に

寄
付

　

６
月
29
日
、
前
教
育
長
の
秋

元
正
孝
さ
ん
（
71
・
風
張
）
が

中
央
公
民
館
を
訪
れ
、
お
世
話

に
な
っ
た
感
謝
の
印
と
し
て
、

町
内
の
各
学
校
長
に
図
書
や
寄

付
金
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

田
子
小
学
校
に
は
、
金
管
バ

ン
ド
部
の
楽
器
購
入
費
と
し
て

50
万
円
を
、
田
子
高
等
学
校
に

は
、
富
山
県
で
行
わ
れ
る
第
36

回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

出
場
の
活
動
経
費
と
し
て
30
万

円
を
寄
付
し
ま
し
た
。
ま
た
、

世
界
に
目
を
向
け
て
ほ
し
い
と

い
う
秋
元
さ
ん
の
思
い
か
ら
、

世
界
遺
産
の
本
12
冊
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ

２
巻
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ら
は
、
田
子
中
学
校
で
保
管
し
、

各
学
校
に
貸
し
出
し
て
活
用
さ

れ
ま
す
。

　

秋
元
さ
ん
は
贈
呈
後
、「
一

致
協
力
し
て
、
田
子
町
の
子
ど

も
の
た
め
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
先
生
方
に
激
励
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

み
ん
な
で
つ
く
る
明
る
い

社
会
～
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
～

　

７
月
２
日
、
田
子
町
を
主
会

場
に
、
第
62
回
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い

明
る
い
社
会
の
実
現
を
目
的
と

し
た
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
た
出

発
式
で
は
、
田
子
町
、
三
戸
町
、

南
部
町
の
保
護
司
や
更
生
保
護

女
性
会
員
ら
が
参
加
し
、
八
戸

地
区
保
護
司
会
三
戸
分
会
長
の

穂
積
倉
二
さ
ん
か
ら
山
本
晴
美

町
長
へ
、
法
務
大
臣
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
参
加
者
全
員
で
の
ぼ
り

旗
を
手
に
町
内
を
パ
レ
ー
ド

し
、
道
行
く
方
々
に
う
ち
わ
や

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
手
渡
し
て
、

非
行
防
止
や
更
生
保
護
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　

田
子
中
学
校
で
は
、
講
談
師

で
あ
り
保
護
司
で
も
あ
る
一
龍

斎
貞
花
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
て

講
演
と
講
談
が
あ
り
、
参
加
者

ら
は
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

田
子
中
学
校
相
撲
部
が
全

国
大
会
へ

　

７
月
７
日
、
田
子
中
学
校
相

撲
場
で
、
第
42
回
全
国
中
学
校

相
撲
選
手
権
大
会
青
森
県
予
選

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
内

か
ら
８
校
が
出
場
し
て
接
戦
を

繰
り
広
げ
る
中
、
田
子
中
学
校

は
６
勝
１
敗
と
健
闘
し
、
同
じ

勝
ち
数
の
鰺
ヶ
沢
中
学
校
に
勝

ち
点
差
で
勝
り
、
団
体
戦
初
優

勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
８
月
18
日
か
ら
19
日
に

か
け
て
行
わ
れ
る
、
第
42
回
全

国
中
学
校
相
撲
選
手
権
大
会
へ

の
出
場
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
上
平
晴
輝
選
手
（
３

年
）
が
個
人
戦
で
３
位
入
賞
し
、

８
月
５
日
に
行
わ
れ
る
第
23
回

全
国
都
道
府
県
中
学
生
相
撲
選

手
権
大
会
に
県
の
代
表
と
し
て

出
場
し
ま
す
。

　

12
日
に
は
役
場
を
訪
れ
、
山

本
町
長
に
全
国
大
会
出
場
の
報

告
を
し
ま
し
た
。「
こ
れ
か
ら

の
大
会
に
、
自
信
を
持
っ
て
臨

ん
で
く
だ
さ
い
」
と
激
励
す
る

山
本
町
長
に
、
選
手
ら
は
「
全

国
で
も
力
を
出
し
切
り
優
勝
を

目
指
し
ま
す
」
と
意
気
込
み
を

述
べ
ま
し
た
。

町内小・中・高校の校長と宇藤教育長、
秋元前教育長（中）

明るい社会を目指してパレード

全国大会出場を決めた田子中相撲部

町
民
ラ
ジ
オ
体
操

　
「
町
民
み
ん
な
が
元
気
で
健
康

な
町
」
を
目
指
し
て
、
み
ん
な

で
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
。

◎
広
報
た
っ
こ
で
は
、
元
気
よ

く
ラ
ジ
オ
体
操
を
し
て
い
る
風

景
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
役
場
政
策
推
進
室

☎
20
‐
７
１
１
１三戸消防署田子分署職員のみなさん ガーリックセンタースタッフのみなさん
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友
好
関
係
の
さ
ら
な
る
発
展
を
誓
い
合
う
～
韓
国
瑞
山
市
と
姉
妹
都
市
提
携
～

　

６
月
22
日
、
田
子
町
は
、
こ
れ
ま
で
22
年
間
に

わ
た
り
友
好
都
市
と
し
て
交
流
を
続
け
て
き
た
大

韓
民
国
瑞
山
市
（
ソ
サ
ン
市
）
と
姉
妹
都
市
提
携

を
結
び
ま
し
た
。

　

瑞
山
市
役
所
で
行
わ
れ
た
調
印
式
に
は
、
山
本

晴
美
町
長
や
澤
口
勝
町
議
会
議
長
ら
訪
問
団
11
名

と
、
瑞
山
市
の
李
完
燮
（
イ
・
ワ
ン
ソ
ブ
）
市
長

や
金
煥
成
（
キ
ム
・
フ
ァ
ン
ソ
ン
）
市
議
会
議
長

ら
90
名
が
出
席
し
、
山
本
町
長
と
イ
市
長
が
日
本

語
と
韓
国
語
で
書
か
れ
た
姉
妹
都
市
提
携
協
定
書

に
署
名
を
し
ま
し
た
。

　

調
印
式
後
に
は
、
市
役
所
入
口
の
門
柱
に
は
め

込
ま
れ
た
瑞
山
市
章
と
田
子
町
章
の
プ
レ
ー
ト
の

除
幕
式
が
行
わ
れ
、
記
念
植
樹
で
は
「
い
ち
い
」

の
木
を
植
え
ま
し
た
。「
い
ち
い
」は
、一
年
を
通

し
て
絶
え
ず
青
々
と
し
た
葉
が
生
い
茂
る
こ
と
か

ら
、
両
町
の
友
情
が
こ
の
木
の
よ
う
に
い
つ
も
豊

か
で
実
り
あ
る
こ
と
を
願
い
選
ば
れ
た
も
の
で
す
。

　

田
子
町
と
瑞
山
市
は
、
教
育
・
文
化
・
産
業
な

ど
の
分
野
に
お
い
て
、
市
民
レ
ベ
ル
で
の
交
流
を

目
指
し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

田子町と瑞山市の友情が豊
かで実りあることを願って

「いちい」の記念植樹

調印式後に行われた瑞山
市章と田子町章プレート
の除幕式

　トピックス

瑞山市長
あいさつ
　田子町と瑞山
市は、様々な対
日問題により何度か難しい時期も
ありましたが、清く、厚い友情を
守って参りました。この友情を一
層深く美しいものにするために、
私たちは兄弟の都市になることを
約束しました。
　本日この日が、今までの22年
間を振り返り、これからの友好関
係をより一層強くする、意味のあ
る日となることを信じています。

町長
あいさつ
　これまで両市
町は、行政と議
会が主体となり、多くの人々が双
方の祭りに参加して友情を深めて
きました。今後、お互いの市民の
皆様にもこのような素晴らしい体
験をしていただき、新たな交流に
発展させたいという思いから、姉
妹都市提携の運びとなりました。
　これから未来に向けより深い友
情と信頼が築かれることを期待
し、鋭意努力して参ります。

肌で感じた田子町
～ギルロイ市高校生短期研修～
　６月21日から26日にかけ、姉妹都市である
アメリカのギルロイ市から、高校生10名、引
率２名の研修団が来町しました。これは、ギ
ルロイ市の非営利団体「ギルロイ－田子短期
留学プログラム（ＧＴＳＥＰ）」による青少
年の国際教育を目的とした海外派遣事業で、
今年度で３回目の来町となります。
　研修生らは滞在中、町内見学やにんにく掘
りを体験して田子町について学び、各学校を
訪れた際には、児童生徒らとともに習字や郷
土芸能、ゲームなどを通して交流しました。
　26日のさよならパーティでは、ホストファ
ミリーと研修団が互いに滞在中の思い出や感
謝の言葉を述べ、田子町の家族との別れを惜
しんでいました。

たっこにんにく収穫祭に参加。にんにく掘りを体験

幼稚園児とふれあう研修生田子中学校では習字にチャレンジ
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公民館情報

町民プール開放中
　町民プールは、
８月26日（日）
まで一般開放し
ています。
　町民プールで、
今年の夏を満喫
してみませんか？

▼入場料　中学生以下52円　高校生以上105円
※小学校３年生以下の児童は大人の付添が必要です。
※８月１日（水）から３日（金）は、水泳教室が開
催されていますが、一般開放もしています。

第20回青森県民駅伝競走大会
　「健脚でつなげ郷土の和と心」をスローガンに、第
20回青森県民駅伝競走大会が、９月２日（日）に開
催されます。
　県観光物産館アスパム前を出発点として、県総合
運動公園を決勝点とする33.8km を８人のランナー
でたすきをつなぎます。
　田子町チームは、選抜されたメンバーが、日々練
習を重ね、過去最高順位の町の部８位を狙って、全
力を尽くします。
○正午スタート
　当日は、青森放送テレビ（RAB）にて大会の模様
が放送されます。

第58回田子町民大運動会
大会スローガン「ひかる汗みなぎる力」
　県立田子高等学校グラウンドを主会場に、第58回
田子町民大運動会が開催されます。行政区によりチ
ーム編成された、全８チームが21種目の競技で優勝
を争います。
▼とき　９月９日（日）午前９時15分開会式

みんなでチャレンジ　公民館講座のお知らせ
●ストレッチヨガ講座
▽とき　８月３日・17日（金）午後７時～９時
▽ところ　公民館和室
▽持ち物　バスタオル、タオル等
●生花講座
▽とき　８月17日（金）午後６時30分～８時30分
▽ところ　公民館研修室
▽受講料　１回1,000円程度
▽持ち物　花はさみ、カッター
●水曜わんぱく塾
▽とき　８月22日（水）午後３時～５時
▽場所　上郷公民館研修室
●フラワーアレンジメント教室
▽とき　８月28日（火）午後７時～９時
▽ところ　上郷公民館研修室
▽テーマ　「秋の花」
▽参加費　2,000円程度
▽持ち物　花はさみ、カッター
▽申込先　上郷公民館

■行事等に関するお問い合わせは、田子町教育委員会社会教育グループ（☎２０−７０７０）または
　上郷公民館（☎３３−１８１１）までお願いします。

昨年のプール開きの様子

←ストレッチヨガ講座
　の様子

←フラワーアレンジメ
　ント教室「春の寄せ
　植え」の作品

水曜わんぱく塾の　
様子→

フラワーアレンジメ
ント教室「春の寄せ
植え」作成の様子→

練
習
に
取
り
組
む
選
手
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●社会
▽別海から来た女／佐野眞一／

326サ
●家政・料理
▽毎日おいしい麹・酒粕のお菓子

とパン／小田真規子／596オ
▽ずっと作りつづけたい３時のお

やつ／川上文代／596カ
▽季節のおつまみ２品、３品／渡

辺有子／596ワ
●園芸
▽緑のカーテンのつくり方／629ミ
●時代小説
▽秋思ノ人／居眠り磐音江戸双紙

39 ／佐伯泰英／913サ
▽ひなこまち／畠中恵／913ハ
●ミステリー
▽痛み／貫井徳郎ほか／913イ
▽十津川直子の事件簿／西村京太

郎／913ニ
▽殺しはトロッコ列車で／西村京

太郎／913ニ
▽十津川警部日本縦断長篇ベスト

選集18 ／明日香・幻想の殺人
／西村京太郎／913ニ

▽あなたが愛した記憶／誉田哲也
／913ホ

▽読めない遺言書／深山亮／913
ミ

●そのほかの小説など
▽とうへんぼくで、ばかったれ／

朝倉かすみ／913ア
▽夜の国のクーパー／伊坂幸太郎

／913イ
▽ラブソファに、ひとり／石田衣

良／913イ
▽夜をぶっとばせ／井上荒野／

913イ
▽七夜物語／上下巻／川上弘美／

913カ
▽勝ち逃げの女王／君たちに明日

はない４／垣根涼介／913カ
▽身を捨ててこそ／新・病葉流れ

て ／白川道／913シ
▽鍵のない夢を見る／辻村深月／

913ツ
▽きみはいい子／中脇初枝／913ナ
▽光／道尾秀介／913ミ
▽ダンス・ウィズ・ドラゴン／村

山由佳／913ム
●エッセイ
▽まひるの散歩／角田光代／914

カ
▽ももこのまんねん日記2012 ／

さくらももこ／914サ
▽櫻の樹の下には瓦礫が埋まって

いる。／村上龍／914ム

夏休みは図書館へ
「工作」と「料理作り」の本
「中学生・高校生におすすめ」の本
●「工作」と「料理作り」の本
　特集

　子どもたちの長期休暇、夏休みに
なりました。図書館では夏休みの宿
題の参考に「工作」の本を約50冊、
また子どもたちに人気の「料理作
り」の本を約30冊集めて、展示・
貸出します。夏休みの思い出に、お
子さんと一緒に何か作ってみません
か？　どうぞご家族みなさんで図書
館をご利用ください。

○子どもと楽しむ手づくり木工40
のアイディア

○わたしだけのおしゃれ小物と雑貨
○手づくり貯金箱　おもしろ工作ラ

ンド
○小学生のキッチンでびっくり実験

６６
○野菜で食育！　おいしいスイーツ
○はじめてのクッキング

●中学生・高校生におすすめの本
　受験勉強や宿題をする、インター
ネットを利用する、コミックを読ん
でリラックスするなど、中学生・高
校生のみなさんは図書館をとても上
手に利用しています。そんなみなさ
んにおすすめしたい本を「ティーン
ズコーナー」に集めて展示・貸出し
ています。物語や小説はもちろん、
職業に関する本、大学に関する本、
レポートの書き方の本などもありま
す。どうぞご利用ください。

○「好き」から見つけるなりたい職
業ガイドブック

○なるにはブックスシリーズ
○13歳の進路
○まるまる使える推薦入試小論文・

作文

図
書
館
お
や
す
み
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
の
開
館
時
間

　

水
〜
土 

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

　

日
曜
日 

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

図
書
館
休
館
日

毎
週
月
曜
日
・
火
曜
日
・
祝
日
・
第
４
木

曜
日
（
館
内
整
理
日
）

田
子
町
立
図
書
館 

☎
20
‐
７
２
２
１

８
月
の
図
書
館
行
事

▼
８
／
１
（
水
）
午
前
10
時

赤
ち
ゃ
ん
絵
本
の
紹
介
／
せ
せ
ら
ぎ
の
郷

▼
８
／
４
（
土
）
午
前
11
時

読
書
マ
ラ
ソ
ン
表
彰
式

▼
８
／
４
（
土
）
午
前
11
時
15
分

か
み
し
ば
い
と
本
の
読
み
き
か
せ

▼
８
／
25
（
土
）
午
前
10
時
30
分

本
の
読
み
き
か
せ
と
と
し
ょ
か
ん
ク
ラ
ブ

お
り
が
み
で
「
は
こ
」
を
作
ろ
う

※
８
／
11
（
土
）
本
の
読
み
き
か
せ
と
と
し
ょ
か
ん

ク
ラ
ブ
は
お
休
み
で
す
。

▼色の濃い日が休館日です。

何を作ろうかな？

「ティーンズコーナー」　　　
図書館に入ってすぐ右側です

図書館情報
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お知らせ　

■  子ども救急電話相談をご利用ください
　県では、小さなお子さんをお持ちの方が、夜間の急
な子どもの病気等で対応に困った時に電話で相談に応
じる「子ども救急電話相談」を行っています。　
　「子ども救急電話相談」では、す
ぐに受診したらよいのか、それと
も家で様子をみても大丈夫なのか
不安な時、救急受診の目安や家庭
での看護の仕方などについて、医
師の支援を受けながら看護師がア
ドバイスします。
▼相談受付日時　毎日夜７時から翌朝８時まで　
▼電話番号　局番なしの「＃８０００」（携帯電話からも
かけられます）
　ダイヤル回線電話、公衆電話からは「０１７－７２２
－１１５２」
▼対象　おおむね15歳未満の子どもの保護者等です。

問青森県健康福祉部医療薬務課☎０１７－７３４－９２８７

■  介護保険料率の改定について
【第４期介護保険料（平成21年度〜平成23年度】

段階 対象者 基準月額保険料
×負担割合 年額

第
1
段
階

◎老齢福祉年金の受
給者で、本人および
世帯全員が市町村民
税非課税の場合
◎生活保護の受給者

基準額
　5,120円

×0.5
30,720円

第
2
段
階

本人及び世帯全員が
市町村民税非課税で、
合計所得金額＋課税
年金収入額が80万円
以下の人

基準額
　5,120円

×0.5
30,720円

第
3
段
階

本人及び世帯全員が
市町村民税非課税で、
第2段階以外の人

基準額
　5,120円

×0.75
46,080円

第
4
段
階

本人が市町村民税非
課税で、世帯内に市
町村民税課税者がい
る場合

基準額
　5,120円

×1.0
61,440円

第
5
段
階

本人が市町村民税課
税で、合計所得金額
が200万円未満の人

基準額
　5,120円

×1.25
76,800円

第
6
段
階

本人が市町村民税課
税で、合計所得金額
が200万円以上の人

基準額
　5,120円

×1.5
92,160円

【第５期介護保険料（平成24年度〜平成26年度】

段階 対象者 基準月額保険料
×負担割合 年額

第
1
段
階

◎老齢福祉年金の受
給者で、本人および
世帯全員が市町村民
税非課税の場合
◎生活保護の受給者

基準額
　5,840円

×0.5

35,040円
（4,320円増）

第
2
段
階

本人及び世帯全員が
市町村民税非課税で、
合計所得金額＋課税
年金収入額が80万円
以下の人

基準額
　5,840円

×0.5

35,040円
（4,320円増）

第
3
段
階

本人及び世帯全員が
市町村民税非課税で、
第2段階以外の人

基準額
　5,840円

×0.75

52,560円
（6,480円増）

第
4
段
階

本人が市町村民税非
課税で、世帯内に市
町村民税課税者がい
る場合

基準額
　5,840円

×1.0

70,080円
（8,640円増）

第
5
段
階

本人が市町村民税課
税で、合計所得金額
が190万円未満の人

基準額
　5,840円

×1.25

87,600円
（10,800円増）

第
6
段
階

本人が市町村民税課
税で、合計所得金額
が190万円以上の人

基準額
　5,840円

×1.5

105,120円
（12,960円増）

改定後の月額基準額　720円増（＋14.1％）

■  県境不法投棄現場県民見学会の
　参加者募集
▼開催日　９月２日（日）
◎出発時間・場所
　午後１時35分　役場前発
　午後１時55分　上郷公民館発
◎解散時刻・場所
　午後３時50分　上郷公民館着
　午後４時５分　 役場前着
▼見学場所　県境不法投棄現場（茂市字川倉ノ上28）
　浸出水処理施設　（茂市字川倉ノ上19）
▼移動手段　県が手配する専用バス
▼参加対象　県民（現住所が県内の方）
　※中学生以下の場合は、保護者同伴とします。
▼募集人数　40名（先着順）
▼応募締切　８月17日（金）

▼申込み・問い合わせ先
　青森県環境生活部県境再生対策室
　☎０１７－７３４－９２６１

問せせらぎの郷 ☎２０−７１００
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　お知らせ

■  ナニャドヤラ廻道ふるさとフェスタ2012年
　南部地方の地場産品や伝統芸能が大集合 !!
▼日程　８月25日（土）、26日（日）
　午前10時～午後４時
▼場所　ユートリーおよび八戸駅東口周辺
▼入場券　無料
▼内容　南部の食コーナー、特産品の販売、芸能発表、
音楽会など

問南部圏まちづくり推進協議会
☎０１７８－４３－５１１１ FAX ０１７８－４６－２８１０

■  田子町墓園永代使用者募集のお知らせ
　町では、田子町墓園区画の永代使用者を募集してお
ります。
　使用希望者は、現地図面を町民課にて受け取り、必
ず現地を確認のうえ使用申込をしてください。

▼墓園区画概要
　区　画	 寸　法	 面　積	 残区画

　Ｃ区画	 2
間 口

.00×2
奥 行

.00	 4.00㎡	 26区画
　Ｅ区画	 2.50×2.36	 5.90㎡	 12区画

▼永代使用料および管理手数料（共用部分）
	 永代使用料	 管理手数料
　Ｃ区画	 204,000円	 3,200円
　Ｅ区画	 301,000円	 3,200円
※永代使用料は一括納付、管理手数料は年額で毎年の
請求となります。
▼使用申込できる方の範囲
・本町に本籍を有する方
・本町内に墓地を有する方
・本町に将来居住を希望する方
・本町に以前居住していた方
▼申込方法
◎提出書類　田子町墓園使用許可申請書、世帯全員の

住民票
◎提出場所　役場町民課住民環境グループ
※印鑑をご持参ください。

問 役場町民課住民環境グループ☎２０−７１１３

■  平成24年度自衛官等採用試験日程
募集種目 資格 受付期間

一般曹候補生
18歳以上
27歳未満 8/1 ～9/7

自衛官候補生
男子

女子

看護学生 高卒（見込）
24歳未満 9/3 ～10/1

航空学生

高卒（見込）
21歳未満

8/1 ～9/7

防衛医科大学校 9/3 ～10/1

防衛大学校

推薦

9/3 ～9/5ＡＯ
試験

一般
前期 9/3 ～10/1

一般
後期

25年1/23
～2/1

陸上自衛隊高等
工科学校生徒

推薦
15歳以上
17歳未満

11/1 ～12/7

一般 11/1
～25年1/7

問防衛省　自衛隊青森地方協力本部　八戸地域事務所
〒031-0075八戸市内丸1-1-40
☎・FAX ０１７８－４５－１９２０

■  消防職員採用試験のお知らせ
　平成24年度消防職員採用試験を行います。
▼採用予定人員　初級（短大卒・高校卒）14名程度
　中級（大学卒）７名程度
▼試験日　９月16日（日）
▼場所　八戸消防本部
▼受験申込期間
　８月８日（水）〜８月22日（水）

▼受験資格・詳細等問い合わせ
　八戸消防本部管理課☎０１７８－４４－２１３２
　ホームページ
　http://www.city.hachinohe.aomori.jp/koiki/

■  放送大学10月生募集のお知らせ
　放送大学は、テレビやインターネットを通して、心
理学・福祉・経済・歴史・文学・自然科学など、幅広
い分野を学べる通信制の大学です。
　出願期間は８月31日まで。
▼資料請求・問い合わせ先
　放送大学青森学習センター☎０１７２－３８－０５００
　八戸サテライトスペース☎０１７８－７０－１６６３
　放送大学ホームページ　http://www.ouj.ac.jp/

●広報たっこでは、皆様からの情報提供をお待ちし
ています。紙面に掲載可能な行事などありましたら、
下記までご連絡ください。

　役場政策推進室 ☎３２−３１１１
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●8月1日（水）
　二種混合予防接種
　（せせらぎの郷）午後0:30〜1:00
●8月3日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
●8月6日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●8月8日（水）
　こども健診（せせらぎの郷）午前9:30〜11:30
　二種混合予防接種
　（せせらぎの郷）午後0:30〜1:00
●8月10日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
●8月17日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
●8月20日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●8月22日（水）
　個別接種（せせらぎの郷）午前9:30〜10:00

　乳がん検診
　（せせらぎの郷）午前10:30〜午後1:30
●8月23日（木）
　乳がん検診
　（せせらぎの郷）午前10:30〜午後1:30
●8月24日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
　乳がん検診
　（せせらぎの郷）午前10:30〜午後1:30
●8月27日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●8月29日（水）
　個別接種（せせらぎの郷）午前9:30〜10:00
●8月30日（木）
　デイケア（せせらぎの郷）午前9:30〜午後1:00
●8月31日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
　なるほど500キロカロリー教室
　（せせらぎの郷）午前11:00〜午後1:00

8月の主な保健・介護予防事業予定表

誕生

●赤牛煌
きらな
和（一茂・里未）／杉本

●芦村健
けんご
悟（健一郎・幸恵）／向山

●佐藤匠
しょうご
悟（雅悦・知恵）／飯豊

※（　）内はご両親、“／”のあとは行政区です

結婚
●蜂ヶ崎哲治（飯豊）
　高屋敷智恵（三戸町）
●高沢正一（雀ヶ平）
　竹林優美子（十和田市）

お悔やみ
●江刺家てる（89歳）七日市
●小笠原ヨシ（90歳）中本町
●山崎クニ（77歳）北側
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
※（　）内は享年、（　）のあとは行政区です

町
の
人
口

平
成
24
年
６
月
30
日
現
在

世帯数／2248（−２）
人口／6460（−７）
男／3107（＋１）
女／3353（−８）

（　）内は前月比です

情報スクランブル　

■
消
防
署
コ
ー
ナ
ー

●
楽
し
い
夏
休
み
を
過
ご
そ
う

　
楽
し
い
夏
休
み
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
時
期
は
、
花
火

や
お
盆
の
迎
え
火
・
送
り
火
に

よ
る
火
災
、
ま
た
、
海
や
川
、

プ
ー
ル
で
の
事
故
が
発
生
し
や

す
い
の
で
、
次
の
こ
と
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

【
花
火
遊
び
】

○
大
人
と
一
緒
に
遊
ぶ

○
水
バ
ケ
ツ
を
準
備
す
る

○
広
い
場
所
で
遊
ぶ

○
人
や
建
物
に
絶
対
向
け
な
い

○
不
発
の
花
火
を
燃
や
さ
な
い

○
花
火
は
１
本
ず
つ
遊
ぶ

○
遊
び
方
を
よ
く
読
む

【
お
盆
の
迎
え
火
・
送
り
火
】

○
水
バ
ケ
ツ
を
準
備
す
る

○
風
の
強
い
日
は
焚
か
な
い

○
火
が
完
全
に
消
え
る
ま
で
そ

の
場
を
離
れ
な
い

【
水
遊
び
・
水
泳
】

○
子
ど
も
だ
け
で
海
や
川
、
プ

ー
ル
な
ど
に
行
か
な
い

○
泳
ぐ
前
に
健
康
状
態
の
確
認

を
す
る

○
準
備
運
動
を
必
ず
行
う

○
子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な
い

○
飲
酒
し
た
ら
絶
対
に
泳
が
な

い○
遊
泳
禁
止
の
場

所
に
は
近
づ
か
な

い▼
三
戸
消
防
署　

田
子
分
署

■
警
察
署
コ
ー
ナ
ー

●
夏
休
み
中
の
非
行
防
止

　
夏
休
み
中
、
開
放
感
や
生
活

リ
ズ
ム
の
変
化
か
ら
、
夜
遊
び
、

飲
酒
・
喫
煙
、
無
断
外
泊
、
万

引
き
な
ど
の
非
行
に
走
っ
た

り
、
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
た
り

す
る
危
険
性
が
高
く
な
り
ま

す
。
親
子
の
対
話
や
地
域
に
よ

る
目
配
り
な
ど
、
家
庭
と
地
域

が
一
丸
と
な
っ
て
、
非
行
や
犯

罪
被
害
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

※
少
年
問
題
に
関
す
る
ご
相
談

は
《
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
》
へ

（
平
日　

８
時
30
分
～
17
時
）

▽
警
察
本
部
少
年
課
☎
０
１
２

０
‐
58
‐
７
８
６
７
▽
八
戸
☎

０
１
７
８
‐
22
‐
７
６
７
６

※
お
急
ぎ
の
方
は
、
最
寄
り
の

警
察
署
か
警
察
安
全
相
談
窓
口

（
♯
９
１
１
０
）
ま
で

●
ト
ラ
ク
タ
ー
運
転
時
の
事
故

に
注
意
！

　
走
行
中
の
ト
ラ
ク
タ
ー
が
畑

内
や
道
路
の
段
差
で
転
落
し
、
運

転
手
が
下
敷
き
に
な
っ
て
死
亡

す
る
事
故
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

●
廃
棄
物
は
適
正
な
処
分
を
！

　
野
焼
き
は
、
一
部
の
例
外
を

除
き
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
！

▼
三
戸
警
察
署

　

田
子
警
察
官
駐
在
所

TCV（田子町ケーブルテレビジョン）からのお知らせ　　

◎サポートセンター　☎０１２０−５５７−７５９
　テレビの映りが悪い、一部のチャンネルが映らない、
　加入の申込・変更・廃止、ケーブルの移設などの際にご連絡ください。
◎故障受付　☎０１２０−２６２−７５０
　テレビが全く映らない、などの故障時にご連絡ください。

健康・介護に関するご相談は
せせらぎの郷へ ☎20-7100
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編
集
後
記

　

６
月
22
日
、
韓
国
瑞
山
市
（
ソ
サ
ン

市
）
と
姉
妹
都
市
提
携
が
結
ば
れ
ま
し

た
。

　

瑞
山
市
は
、
人
口
約
16
万
人
。
韓
国

有
数
の
に
ん
に
く
の
産
地
で
、「
に
ん
に

く
な
ら
ソ
サ
ン
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
高

品
質
で
人
気
が
高
く
、
韓
国
々
内
で
は

「
瑞
山
に
ん
に
く
」
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化

さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

市
内
に
は
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い

る
文
化
遺
産
や
朝
鮮
時
代
の
史
跡
な
ど

が
あ
り
、
冬
に
は
多
く
の
渡
り
鳥
が
飛

来
す
る
た
め
、バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の

名
所
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
同

じ
姉
妹
都
市
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
ギ
ル

ロ
イ
市
に
比
べ
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
瑞
山
市
に
つ
い
て
興
味
を
持
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
広
報
で
は
こ
れ
か

ら
少
し
ず
つ
紹
介
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
７
月
５
日
・
６
日
に
は
町
長

と
町
民
の
対
話
集
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

両
日
と
も
10
名
ほ
ど
が
参
加
し
、
医
療

や
地
域
の
要
望
、
自
治
会
活
動
に
関
す

る
こ
と
な
ど
、
様
々
な
意
見
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。
２
日
間
と
も
共
通
し
て
い

た
の
は
、
若
い
人
の
参
加
が
な
い
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
回
を
重
ね
る
ご
と
に

各
年
代
の
参
加
者
が
増
え
、
町
の
将
来

に
つ
い
て
気
軽
に
楽
し
く
語
り
合
え
る

場
と
し
て
継
続
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
広
報
担
当　

清
水
）

●
「
お
お
き
く
な
ぁ
れ
！
」

　

今
年
も
食
育
の
一
環
と
し
て
、

野
菜
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
５
月
17
日
に
は
、
お
ば
あ

さ
ん
方
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
“
じ
ゃ
が
い
も
植
え
”

を
行
い
ま
し
た
。
事

前
に
保
護
者
の
方
々

に
作
っ
て
い
た
だ
い

た
畑
の
畝
に
１
列
に

並
び
、
白
い
芽
を
お

空
に
向
け
て
、
種
い

も
を
土
の
中
へ
。
そ

し
て
、
お
布
団
の
よ

う
に
ふ
か
ふ
か
の
土

を
や
さ
し
く
か
け
、

「
お
お
き
く
な
ぁ

れ
！
」「
お
い
し
い
お

い
も
に
な
ぁ
れ
！
」

と
お
ま
じ
な
い
を
か

け
な
が
ら
、
た
く
さ

ん
の
お
水
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

お
世
話
を
し
た
り
、
観
察
し
な

が
ら
、
の
ち
の
収
穫
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
で
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
保
護
者
の

方
々
か
ら
様
々
な
野
菜
の
苗
を

い
た
だ
き
、
畑
に
は
キ
ャ
ベ
ツ・

白
菜
・
と
ま
と
・
き
ゅ
う
り
・

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
、
と
っ
て

も
に
ぎ
や
か
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
、
ス
テ
ィ
ッ
ク
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
・
キ
ャ
ベ
ツ
・
白

菜
が
食
べ
頃
に
な
り
、
少
し
ず

つ
収
穫
し
て
味
わ
っ
て
い
ま
す
。

自
分
た
ち
の
畑
で
作
っ
た
野
菜

の
味
は
格
別
！  

「
み

て
！  

全
部
た
べ
た

よ
！
」「
お
い
し
い

ね
！
」
と
に
っ
こ
り
。

自
分
た
ち
で
お
世
話

を
し
て
収
穫
し
た
も

の
な
ら
、
普
段
は
食

べ
ら
れ
な
い
も
の
で

も
食
べ
て
し
ま
う
か

ら
不
思
議
で
す
。

　

野
菜
作
り
を
通
し

て
、
食
べ
物
の
大
切

さ
を
知
り
、
作
る
人

た
ち
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
が
育
つ
な
ど
、

心
も
豊
か
に
な
っ
て
ほ
し
い
な

ぁ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
保
護
者
の
方
々
、

地
域
の
方
々
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
支
え
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
原
稿
・
画
像
提
供　

上
郷
保
育
園
）

学
校
の
話
題　

 

上
郷
保
育
園
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い
た
だ
き
し
七な

な

そ

じ

十
路
の
山
坂
を
言
葉
あ
そ
び
を
杖
と
し

生
き
た
し 

貝
守
多
恵

桜は
な

は
散
り
み
ど
り
増
し
つ
つ
風
薫
る
よ
き
季と

き節
を
選

び
姉
は
逝
き
た
り 

貝
守
多
恵

彼か

の
く
に
へ
親
兄
姉
は
急
ぎ
逝
き
日
を
追
ふ
ご
と
に

さ
び
し
さ
募
る 

貝
守
多
恵

け
だ
る
そ
う
に
隣
家
の
三み

け毛
は
ま
ど
ろ
み
て
わ
が
家
に

遊
び
夕
方
帰
り
ぬ 

新
井
田
衣

田
子
小
の
運
動
会
は
五
年
振
り
ほ
ど
よ
き
風
も
好
天
の

う
ち 

新
井
田
衣

人
は
誰
し
も
落
ち
込
み
悲
し
き
こ
と
あ
れ
ど
流
す
涙
を

笑
顔
に
変
え
て 

新
井
田
衣

水
浅
き
川
の
ほ
と
り
を
跳
び
歩
く
ひ
と
り
あ
そ
び
の

カ
ラ
ス
が
一
っ
羽 

柳
田
麗
子

春
も
み
じ
ほ
ん
の
り
赤
く
黄
を
帯
び
し
山
ふ
と
こ
ろ

に
は
つ
夏
の
木
々 

柳
田
麗
子

常
の
く
ら
し
常
の
自
分
を
変
え
さ
せ
て
い
つ
か
身
に
つ

く
処
世
術
は
や 

柳
田
麗
子

タプコピアン文芸
タプコプ短歌会（代表　柳田麗子）

短
歌
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広
報
た
っ
こ
２
０
１
２
年
８
月
号
（
平
成
24
年
７
月
25
日
発
行
）
通
算
第
６
３
３
号 

発
行
・
編
集
＝
田
子
町　

青
森
県
三
戸
郡
田
子
町
大
字
田
子
字
天
神
堂
平
81

電
話

 0
1
7
9
-3

2
-3

1
1
1（

代
表

）　
FA

X
 0

1
7
9
-3

2
-4

2
9
4

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 http://w
w

w
.to

w
n.takko.ao

m
o
ri.jp/　

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
 takko

-info
@

to
w

n.takko.ao
m

o
ri.jp

［
制

作
印

刷
］

有
限

会
社

 赤
坂

コ
ピ

ー
ラ

イ
ツ

ジ
ム

たっこ王子がジャックドまつ
りに行ってきたよ♪

　７月15日、南部町で開催された「第21
回ジャックドまつり」に行ってきたよ。29
日には、「盛岡駅前ご当地キャラいわて復興
まつり」にお出かけする予定だよ。遊びに
来たときは声をかけてね！（文　たっこ王子）

はじめてのハッピーバースデイ
平成23年７月に生まれた満１歳のお友だちです。

●川下瑶
ようへい

平ちゃん
Ｈ23.7.4

（西舘野・男の子）
お兄ちゃん、お姉ちゃ
んたちといっぱい遊ん
で、たくましく育って
ね☆

●井上　月
あかり

ちゃん
Ｈ23.7.7

（池振・女の子）
七夕様に生まれた我が
家のお姫様☆　月明か
りのように、みんなの
心を優しく照らす子に
なってね♪

●古郡　丞
じょう

ちゃん
Ｈ23.7.17

（矢田郎・男の子）
やさしいおねえちゃん
とちょっといじわるな
おにいちゃん、二人に
負けず元気に育ってく
ださい。

●柳田夏
か い

生ちゃん
Ｈ23.7.9

（雀ヶ平・男の子）
初めてのお誕生日おめ
でとう！  日々成長する
夏生の姿を見て、ビッ
クリする毎日。お兄ちゃ
んたちと仲良くネ。

●梅内奏
か な は

羽ちゃん
Ｈ23.7.28

（山口・女の子）
歌と楽器が大好きな奏
羽。自分のリズムを素
敵に奏でて大きく羽ば
たく子になぁれ♪

この１年間、たくさんの思い出ができました。
田子町とギルロイ市の絆を強くするのが私の目標で
した。私は、国際交流推進員、そして田子町の住民
として、この１年間いろいろな経験をし、それは、
新しいことにチャレンジしてステップアップするこ
とを教えてくれました。
田子町とギルロイ市の姉妹都市交流はどんどん成長
しています。これからもたくさんの人たちが参加し
てほしいと思います。
田子町の人たちと一緒に働いたことは、私の誇りで
す。１年間、本当にありがとうございました。
また会えることを楽しみにしています。

ジェフリー・ウチダ

はじめまして。
新しい国際交流推進員のメケーラ・シーディです。
趣味は、読書、料理、スポーツ観戦です。
学校で子どもたちに英語を教えるのがとても楽しみ
です。
田子町では、いろんなことにチャレンジして、日本
語と日本の文化を勉強したいです。
田子町で働けることに感謝しています。
１年間、よろしくお願いします。

メケーラ・シーディ

ジェフリーさん
１年間ありがとうございました

第17代 田子町
国際交流推進員

メケーラさん


